
開館時間   9:00 ー17:00 (最終入館 16:30) 
 休 館 日   月曜日
                (月曜日が祝日の場合は翌火曜日)

入 館 料.   一般            : 300 円    高校生        : 170 円 
                小・中学生　： 無料　    65 歳以上  :150 円
                障害者手帳をお持ちの方 無料　　（手帳のご提示が必要です）
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宮島の
伝統工芸品
 宮島歴民収蔵品コレクション

廿日市市宮島歴史民俗資料館 
2024年 10月 1日（火）−12月 １日（日）

廿日市市宮島歴史民俗資料館 企画展

 etto 宮島交流館 共催事業
講演　「宮島細工のこれまでとこれから」　
            宮島ろくろ実演/体験
 
 日時　 2024年 10月 20日（日）
 講演　 14:00-15:00   etto 宮島交流館2F ホール
 実演 　15:15-16:30  etto 宮島交流館工作室

講師 　廿日市市 地域支援員 伝統工芸継承担当
　　 　下村 祐介

実演・体験　
小型の木工ろくろで丸盆の制作工程をご覧いただけます。
希望される方には丸盆を削る体験をしていただけます。（先着順）
※おひとりさま３分程度　※作品のお渡しはございません

参加費　　　　無料　

お申し込みはQRコード申込みフォーム

またはお電話にて承っております。
宮島歴史民俗資料館　 TEL 0829-44-2019

守田 秋香「菓子器」

企画展会場　   宮島歴史民俗資料館　
　　　　　　　広島県廿日市市宮島町57
                        宮島桟橋から徒歩15分

講演会会場       etto 宮島交流館 
                        広島県廿日市市宮島町４１２
　　　　　　　宮島桟橋から徒歩10分



会場　          etto 宮島交流館 
                    講演会場：2Fホール　実演会場：B1工作室

時間
講演    　       14:00 ー15:00
実演・体験 　15:15ー16:30 (先着順)

参加費　       無料　
お問合せ       宮島歴史民俗資料館まで 　TEL 0829-44-2019

 etto 宮島交流館共催事業

講演　「宮島細工のこれまでとこれから」　
　　　  宮島ろくろ実演/体験

 2024年 10月 20日（日） 14:00-15:00（講演） 下村 祐介　プロフィール

1996　三重県生まれ
2020　広島市立大学芸術学部デザイン工芸学科 漆造形分野 卒業
２０２２　 広島市立大学大学院 芸術学研究科博士前期（修士）課程 修了 

現在　 廿日市市　地域支援員　伝統工芸継承担当
　　　 宮島細工後継者育成事業教習生（宮島ろくろ）
　　　 広島市立大学大学大学院 芸術学研究科 博士後期課程 在籍　
　　　　
　　    木工作家として作品制作・ワークショップ活動
                      伝統工芸士 、藤本悟氏の元で宮島ろくろの技術継承に取り組む

［個展］
2022　「木と灯り」　(旧因幡邸 宮島)
2024　「宮島ろくろと暮らし」　（広島市現代美術館）

［グループ展］
2019　広島市立大学 COC+アートプロジェクト 宮島ろくろ展 （ Unite 広島市）
2021 　いつくしまうしろあるき (広島県 宮島ゲストハウス三國屋)
　　　   宮島ろくろ作品展-木と漆- (広島県 宮島ぎゃらりぃ宮郷)
2022     宮島ロクロ後継者育成事業研修生作品展2022 ( etto宮島交流館)
                工の環　グリープ展　（はつかいち美術ギャラリー廿日市）
                宮島町家通りと木の灯りプロジェクト　（町家通り周辺 宿・商店  宮島） 
2023     宮島ロクロ後継者育成事業研修生作品展2023 ( etto宮島交流館)
                EXHIBITION sumu.×craft （廿日市市） 

［受賞歴］
2021 第47回宮島特産品振興大会ブランド大賞(県知事賞)受賞
2022 第25回広島市立大学芸術学部卒業修了作品展 修了制作優秀賞受賞
2022 第48回宮島特産品振興大会商工会長賞受賞
2023 第49回宮島特産品振興大会ブランド大賞(県知事賞)受賞

講師　　
  廿日市市 地域支援員 
  伝統工芸継承担当 

  下村祐介
　
　木工作家として広島市現代美術館など、
    県内各地で宮島ろくろの作品発表を行う。
　宮島細工 伝統工芸士の藤本悟氏の元で
　宮島ろくろの技術継承に取り組む。
 

講演内容
 ・宮島細工の歴史や概要について
 ・宮島の伝統工芸を未来に残すために考えていること
 ・作り手視点の宮島ろくろについて

宮 島 の 伝 統 工 芸 品
宮 島 歴 民 収 蔵 品 コ レ ク シ ョ ン

廿日市市宮島歴史民俗資料館 企画展

坂田 百合吾　 「肥松 盆」

作者不詳　「竹根細工　亀」

宮島細工とは

宮島で生産される木工芸品などを総称して宮島細工といい、主に杓子・ろくろ細工・宮島彫・角盆などが
制作されてきました。宮島細工の始まりは江戸時代の終り頃で、厳島神社を始めとする寺社建設のため
鎌倉・京都から宮大工や指物師が招かれ、彼らが技術を伝えたとされています。
宮島細工が発展したのは、広島の豊富な森林資源や木材の集積地である廿日市に近いこともその
要因だと言われています。また、古くから神の島とされた宮島では農耕や機織りが禁じられており、
島民らは藩から年貢は免除されてはいましたが、その代わりに薪を納めなければなリませんでした。
薪作りを専業とする「山子」が山の木を伐るようになり、この山子が切り出す木を原材料として杓子を
はじめ、ろくろ細工や彫刻作品などが製造され、厳島神社への参詣客への土産物として発展して
いきました。

出品作品項目　宮島杓子・宮島ロクロ細工・宮島彫り・宮島土鈴
　　　　　　　宮島張子・一角焼・色楊枝・竹根細工・宮島御砂焼　等




